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横浜山の会 2023 年 10 月号会報 第 715 号 

丹沢：表尾根縦走 

◆日程  2023 年 9月 9日 (土) 

◆メンバー L :KT、SD、NO 

◆天候 曇り時々雨 

 表尾根縦走は通算すると何回行ったのだろうか？ 

ちょっと正確には思い出せないが、自分は大きな山行や自分の体力を試したい何かがある時、

この表尾根かバカ尾根山行をしたくなる。 

きっと会の皆様も、こんな「基本のキ」的な感覚をお持ちなのではないだろうか？ 

16 日～の槍ヶ岳集中を控え、この夏の猛暑を言い訳に山行から若干離れ気味だった怠けた身体

をたたき起こすために「表尾根」を企画した。 

参加メンバーの SDさん、NO さんも例にもれず槍ヶ岳集中参加メンバーである。 

「心頭滅却すれば火もまた涼し・・」恵林寺快川和尚の言葉で自らに気合を入れながら、秦野

駅北口からバスに乗り込む。 

前日金曜朝の天気予報では台風は金曜日中に東北方面に抜けて回復方向に向かう・・はずだっ

たが、大方の予測に反して急ブレーキで関東南域に停滞、直前まで開催を迷った経緯がある。 

台風は低気圧に変わり霧散したものの、ヤビツ峠に向かうバスには横殴りの雨、到着したヤビ

ツ峠は幸い風はないものの、小雨と 100%近い湿気、ヤマビル天国の登山不向きの環境である。 

全身汗と湿気でびっしょりになりながらいつもの縦走路を進んでいく。人はあまりいない。 

開き直ってみると、こんな人のいない人気コースもたまには良いものだ・・と思いながら良い

ペースで進み、塔ノ岳に到着した。いつ

もごった返す頂上もまばらな人だ。 

ちょうど大倉尾根山行で来ていた HK さ

んと偶然にも合流して、記念写真をパシ

ャリ。昼食休憩もそこそこに、長い大倉

尾根を下る。 

天候はずっと回復しないままで、湿気は

100%のままで、全身ずぶ濡れのままだ。 

大倉高原手前で大倉尾根組の他のメンバ

ーSKH さん、OKさんにもお会いしたが、

あまりの湿気とヤマビルで、テン泊は止

める検討をしているとこのことである。 

悪環境ではあったが、いい訓練になった

し、やっぱり何度歩いても歩きごたえの

あるコースだ。 

表尾根で鍛えたという自信で、槍ヶ岳に

挑もう・・と思った良い山行であった。 

 (記：KT) 

CT ：秦野駅北口 7:45‐ヤビツ

峠 8:40 三ノ塔 10:20–塔ノ

岳13:00-大倉バス停16:00 
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